
夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。

蛍
の
多
く
飛
び
ち
が
ひ
た
る
。
ま
た
、

た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち

光
り
て
行
く
も
を
か
し
。
…

『
枕
の
草
子
』
の
冒
頭
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
夏
の
夜
に
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
幻
想
的
な
様
子
は
、
今
も
昔

も
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
米
原
市
で
は
長
岡
を
中
心
に
天

の
川
ほ
た
る
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
毎

年
２
万
人
以
上
の
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

夏
の
風
物
詩
と
言
え
る
ホ
タ
ル
も
、

当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
場
所
は
、
今
で

は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
で
第
30
回
と
な
る
天
の
川
ほ
た

る
ま
つ
り
で
す
が
、
ホ
タ
ル
観
賞
を
楽

し
む
だ
け
で
は
、
こ
こ
ま
で
続
く
こ
と

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
天
の
川
ほ
た

る
ま
つ
り
に
は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う

光
景
の
素
晴
ら
し
さ
、
自
然
の
豊
か
さ
、

そ
れ
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
多
く
の

人
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ホ
タ
ル
保
護
の
歴
史
は
大
正
15
年

（
１
９
２
６
年
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、
長
岡
は
ホ
タ
ル
の
一
大
発
生
地

と
し
て
知
ら
れ
、
販
売
目
的
で
の
乱
獲

が
続
き
ホ
タ
ル
の
数
が
激
減
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
抱
き
、

ホ
タ
ル
を
守
ろ
う
と
、
地
元
長
岡
区
の

青
年
団
を
中
心
に
「
ホ
タ
ル
番
」
が
組

織
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
区
民
の
間
に
広
が
っ
た
保
護

活
動
に
よ
り
、
昭
和
19
年
（
１
９
４
４

年
）
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）
に
は
、
さ

ら
に
価
値
が
高
い
も
の
と
さ
れ
「
長
岡

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
そ
の
発
生
地
」
が

特
別
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ホ
タ
ル
は1

1

あ
り
ま
す
が
、
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
長
岡

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、

農
業
や
家
庭
排
水
等
の
影
響
で
ホ
タ
ル

の
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
激

減
し
た
上
に
、
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
に

よ
り
天
野
川
が
氾
濫
し
、
ホ
タ
ル
の
生

息
地
は
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
天
野
川
の
改
地
を
失
い
、
一
時

は
絶
滅
の
危
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
39
年
（
１
９
６
５
年
）「
天
野
川

源
氏
蛍
を
守
る
会
」
が
発
足
し
、
翌
年

に
は
旧
山
東
東
小
学
校
に
ホ
タ
ル
ク
ラ

ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。
自
治
会
や
教
育

現
場
を
含
め
、
地
域
で
の
保
護
活
動
の

結
果
、
長
岡
の
ホ
タ
ル
は
以
前
の
よ
う

に
輝
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
を
守
る
こ
と
は
地
域
を
守
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
昭
和

47
年
（
１
９
７
２
年
）
に
は
、
山
東
町

蛍
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ホ

タ
ル
の
保
護
を
通
し
て
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
保
全
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
と
い
う
理
念
は
合
併
後
の
米
原
市

に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
市
内
全
域

で
ホ
タ
ル
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平

成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
に
は
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
た
ホ

タ
ル
。
こ
の
小
さ
な
輝
き
は
私
た
ち
の

心
な
い
些
細
な
行
動
で
簡
単
に
消
え
て

し
ま
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
は
自
然
環
境
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
自
然
と
人
間
が
う
ま
く
共
生
で

き
て
こ
そ
、
毎
年
美
し
い
光
景
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
先
人
た
ち
が
守
り
、
育

て
て
く
れ
た
こ
の
環
境
を
私
た
ち
も
の

世
代
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で

い
き
た
い
で
す
ね
。

18public information  Maibara 2013.6.1

夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。

蛍
の
多
く
飛
び
ち
が
ひ
た
る
。
ま
た
、

た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち

光
り
て
行
く
も
を
か
し
。
…

『
枕
草
子
』
の
冒
頭
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
夏
の
夜
に
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
う
幻
想
的
な
様
子
は
、
今
も
昔
も

人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
米
原
市
で
は
長
岡
を
中
心
に
天

の
川
ほ
た
る
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
毎

年
２
万
人
以
上
の
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

夏
の
風
物
詩
と
言
え
る
ホ
タ
ル
も
、

当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
場
所
は
、
今
で

は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
で
第
30
回
と
な
る
天
の
川
ほ
た

る
ま
つ
り
で
す
が
、
ホ
タ
ル
観
賞
を
楽

し
む
だ
け
で
は
、
こ
こ
ま
で
続
く
こ
と

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
天
の
川
ほ
た

る
ま
つ
り
に
は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う

光
景
の
素
晴
ら
し
さ
、
自
然
の
豊
か
さ
、

そ
れ
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
多
く
の

人
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ホ
タ
ル
保
護
の
歴
史
は
大
正
15
年

（
１
９
２
６
年
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、
長
岡
は
ホ
タ
ル
の
一
大
発
生
地

と
し
て
知
ら
れ
、
販
売
目
的
で
の
乱
獲

が
続
き
ホ
タ
ル
の
数
が
激
減
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
抱
き
、

ホ
タ
ル
を
守
ろ
う
と
、
地
元
長
岡
区
の

青
年
団
を
中
心
に
「
ホ
タ
ル
番
」
が
組

織
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
区
民
の
間
に
広
が
っ
た
保
護

活
動
に
よ
り
、
昭
和
19
年
（
１
９
４
４

年
）
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）
に
は
、
さ

ら
に
価
値
が
高
い
も
の
と
さ
れ
「
長
岡

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
そ
の
発
生
地
」
が

特
別
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
は
11
あ
り
ま
す

が
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は
長
岡
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
だ
け

で
す
。

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、

農
業
や
家
庭
排
水
等
の
影
響
で
ホ
タ
ル

の
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
激

減
し
た
上
に
、
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
に

よ
り
天
野
川
が
氾
濫
し
、
ホ
タ
ル
の
生

息
地
は
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
天
野
川
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
生
息
地
を
失
い
、
一

時
は
絶
滅
の
危
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）「
天
野
川

源
氏
蛍
を
守
る
会
」
が
発
足
し
、
翌
年

に
は
旧
山
東
東
小
学
校
に
ホ
タ
ル
ク
ラ

ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。
自
治
会
や
教
育

現
場
を
含
め
、
地
域
で
の
保
護
活
動
の

結
果
、
長
岡
の
ホ
タ
ル
は
以
前
の
よ
う

に
輝
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
を
守
る
こ
と
は
地
域
を
守
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
昭
和
47
年

（
１
９
７
２
年
）
に
は
、
山
東
町
蛍
保
護

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
保

護
を
通
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
保

全
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う

理
念
は
合
併
後
の
米
原
市
に
も
引
き
継
が

れ
て
お
り
、
市
内
全
域
で
ホ
タ
ル
の
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
に
は
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
た
ホ

タ
ル
。
こ
の
小
さ
な
輝
き
は
私
た
ち
の

心
な
い
些
細
な
行
動
で
簡
単
に
消
え
て

し
ま
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
は
自
然
環
境
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
自
然
と
人
間
が
う
ま
く
共
生
で

き
て
こ
そ
、
毎
年
美
し
い
光
景
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
先
人
た
ち
が
守
り
、
育

て
て
く
れ
た
こ
の
環
境
を
、
私
た
ち
も

次
の
世
代
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
つ
な

い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
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一匹で 
300～500個の 
卵を産むよ。 

カワニナ(巻貝を) 
もりもり食べて 
大きくなるよ。 
６回脱皮するんだよ。 

ゲンジボタルの一生 ホタルの幼虫の上陸状況を調査して、
その年の天の川ほたるまつりの開催
時期を決めているんだよ

3月下旬に上陸した後、約50日で
成虫になるんだよ。

気温が暖かいと6月初旬、少し寒い
と6月中旬頃が最盛期になるよ。
今年はたくさん見られるかな！？
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柏原駅 
名古屋駅 
方面 早刈橋 

丸内橋 

昭和橋 

● 
蓮花寺跡 

ホタル記念碑 

● 
長岡集会所 

長岡神社● 

永源寺 
　● 

醒ヶ井駅 
米原駅 
京都駅 
方面 

●安能寺 

長岡 
保育園 
　● 

銀行● 

●郵便局 
●仮設トイレ 

●仮設トイレ 

まつりの雰囲気を 
盛り上げる行燈は 
地域のみなさんが 
一つ一つ心を込めて 
絵を描いたものなんだよ。 

あ ん ど ん  

至三島池 
ほたる館 （緑泉館） 

米原市役所 山東庁舎 

製菓店 
 

みんなの お店『憩』 

Ｊ
Ｒ
近
江
長
岡
駅 

看板 

　　● 
長樂寺 

　　● 
特産品販売 

京極満信墓所 
● 

● 

東福寺遺跡 

総合案内所 
ルッチプラザ 

幽玄の蛍茶会(要予約) 
もやっています。 
長岡でよいひとときを 
お過ごしください。 

お弁当、軽食など 
●営業時間 
10時～売り切れ次第終了 

　● 
　西福寺 

天野川橋 

この道沿いには、ホタル観賞を 
妨げないような 
ほんのりとしたあかりの堤灯で 
ライトアップしてるよ。 

天野川の護岸にホタ
ルの絵が描かれてい
るよ。 
ひとつひとつ親子で
手描きされたものだよ。 

ホタルンロード 927年の延喜式神明
帳にも記載があるなど、
ど、歴史のある神社。 
境内には、高さ6mも
あろうかと思われる
自然岩で造られた大
灯篭があるよ。 

長岡神社 

ルッチプラザの
名前は、イタリア
語の蛍「ルッチオ
ーレ」や、光や希
望を意味する「ル
ッチェ」に由来が
あるんだよ。知っ
てたかな？ 

国の特別天
然記念物に
指定されて
いるのは、全
国でここだ
けなんだよ。 

 
●営業時間 
8時～19時 
蛍の形をした 
最中も販売 

ホ
タ
ル
ン
ロ
ー
ド

長岡長岡
まっぷまっぷ

「米原市メール配信サービス」は、
市内の様々な情報を携帯電話などに
メールで送信するサービスです。6
月上旬から中旬にかけてはホタルの
確認情報を配信します。ぜひご利用
ください。
登録はQRコード
からどうぞ。

お問い合わせ　経済環境部　商工観光課(伊吹庁舎） 1５８－２２２７　5５８－１１９７

メール配信サービス登録のご案内
ホタル発生状況の最新情報はこちら！！

●どうして『天野川』っていうか知ってる？

ホタルが舞う幻想的な光景が夜空の天の川を想像させる

ことから名づけられたと言われているんだよ。

●ホタルの光り方に違いがあるって知ってる？

ホタルの種類や気温、場所でも光り方が違うんだよ。

ゲンジボタルの場合は、西日本では2秒、東日本では4秒間

隔なんだ。このあたりのホタルはせっかちなんだね！

●ホタルの光って熱いの？

ほたるの光は「冷光」といって熱をださないから熱くな

いんだよ。電球の光とは違うんだね。

てく 
てく てく 

てく てく てく  



 

 

第30回 
6月8日(土)～16日(日)
総合案内所　6月8日(土)～16日(日) 
　　　　　　17時30分～21時 
　　　　　　ルッチプラザ(階段シアター前) 
　　　　　　駐車場50台(無料)

●模擬店 
　6月8日（土）、９日（日）14時～21時 
　ルッチプラザ階段シアター前駐車場内 

●地元特産品販売 
　6月７日（金）、8日（土）、14日（金）、15日（土）18時30分～21時30分 
　JR近江長岡駅待合室内 

●ほたる館 
　6月6日（木）～25日（火）17時（休日16時）～21時 
　緑泉館(旧東東東小学校) 
　＊ホタル保護の取り組みやホタルの生態など 

●絵画展&ほたる研究成果の展示 
　6月8日（土）～16日（日） 
　ルッチプラザ1階エントランスホール 
　＊日本画家鈴木靖将氏のほたるまつりに関連する絵画の展示 
　＊山東小学校児童によるほたる観察・研究の展示 
 

●天の川ふれあい川まつり 
　6月8日（土）9時30分～12時30分　　　　　　 
　S・Cプラザ（一色444）　　 
 

 

●幽玄の蛍茶会 
　6月8日（土）18時～（要予約・有料） 
　西福寺（長岡1167） 
　＊庭園を眺めながらお茶を楽しみます。 

 

●近江長岡蛍まつり 
　6月15日（土）18時～21時 
　緑泉館体育館 
 

 

●ホタルパレード 
　6月8日（土）14時～15時30分(雨天の場合は9日に延期) 
　JR近江長岡駅～ルッチプラザ 

●蛍まつり“よさこい乱舞”inルッチ 
　6月8日（土）17時～18時30分 
　ルッチプラザ階段シアター(雨天の場合はベルホール310) 
 
 

　ほたるまつり関連催し 

　＊魚つかみ、お魚ペットボトルボーリング、名物マスの塩焼き、 
　　よさこい演舞など楽しいイベントが盛りだくさん！ 

●模擬店 
　6月8日（土）、９日（日）14時～21時 
　ルッチプラザ階段シアター前駐車場内 

●地元特産品販売 
　6月７日（金）、8日（土）、14日（金）、15日（土）18時30分～21時30分 
　JR近江長岡駅待合室内 

スケジュール 
7月13日　19時　登山口出発 
　　　　　21時　3合目到着(ユウスゲ鑑賞) 
7月14日　00時　山頂到着(ヒメボタル鑑賞・仮眠) 
　　　　　05時　山頂出発 
　　　　　07時　3合目到着(朝食・解散) 
　　　　　09時　そばふるまい(上野・三ノ宮神社)

主に山地に棲む小さなヒメボタル。 
ゲンジボタルとは光り方も違います。 
夜の伊吹山に登って、探してみませんか？ 
 

お問い合わせ　米原市天の川ホタルまつり実行委員会 
　　　　　　　158ー2227　558ー1197 
　　　　　　　滋賀県米原市春照490-1 
　　　　　　　(米原市役所伊吹庁舎　商工観光課内) 
 

問　市　人権総合センター(S・Cプラザ)　154ー2444

問　西福寺　155ー2181

申込締切 
6月10日（月） 
先着100人 

伊吹山夜間登山2013～幻のひめぼたる伊吹蛍に出逢う旅～ 
 
日　時　7月13日（土）、14日（日）18時受付 
集合場所　三宮神社（上野） 
参加費　7,000円（小中学生4,000円）※保険料、朝食、記念品等込み 
持　物　登山ができる服装、懐中電灯、防寒着、飲み物、マイごみ袋、雨具、 
　　　　虫よけスプレー、朝食用マイ箸、お椀 
申　込　申込書に必要事項を記入し、FAXまたはメールで事務局まで 
 

●ほたる館 
　6月6日（木）～25日（火）17時（休日16時）～21時 
　緑泉館(旧山東東小学校) 
　＊ホタル保護の取り組みやホタルの生態など 

●絵画展&ほたる研究成果の展示 
　6月8日（土）～16日（日） 
　ルッチプラザ1階エントランスホール 
　＊日本画家鈴木靖将氏のほたるまつりに関連する絵画の展示 
　＊山東小学校児童によるほたる観察・研究の展示 
 

●天の川ふれあい川まつり 
　6月8日（土）9時30分～12時30分　　　　　　 
　S・Cプラザ（一色444）　　 
 

 

●幽玄の蛍茶会 
　6月8日（土）18時～（要予約・有料） 
　西福寺（長岡1167） 
　＊庭園を眺めながらお茶を楽しみます。 

 

●近江長岡蛍まつり 
　6月15日（土）18時～21時 
　緑泉館体育館 
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鑑賞ツアーバス シャトルバス 

●19時30分～21時 
●500円 
（小学生未満無料） 
 

●15時～21時 
●無料 
 

8日(土)＆9日(日) 運行 
 

 

●ホタルパレード 
　6月8日（土）14時～15時30分(雨天の場合は9日に延期) 
　JR近江長岡駅～ルッチプラザ 

●蛍まつり“よさこい乱舞”inルッチ 
　6月8日（土）17時～18時30分 
　ルッチプラザ階段シアター(雨天の場合はベルホール310) 
 
 

　ほたるまつり関連催し 

天の川ほたるまつり 

お問い合わせ　みんなが楽しい伊吹山プロジェクト 
　　　　　　 【事務局】 米原市上野1047（上野会館内） 
　　　　　　　1・558ー2008(平日9時～17時) 
　　　　　　　　 info@ibukiyama.com 
　　　　　　 URL:http://ibukiyama.com/

　＊魚つかみ、お魚ペットボトルボーリング、名物マスの塩焼き、 
　　よさこい演舞など楽しいイベントが盛りだくさん！ 

再生紙を使用しています。 この市政情報紙「まいばら」は13,400部作成し、１部あたりの単価は 
16円です。（１円未満切り捨て） ※職員の人件費は含まれていません。 植物油インキで印刷しています。 

平成25年5月30日 


